
ライフプランニング支援推進委員会（第 1回） 

議事次第 

 

 

１．日時  平成 28 年 8 月 9 日(火)10：00～12：00 

 

２．場所  文部科学省 15 階科学技術学術政策局会議室 

 

３．議題 

   （１）ライフプランニング支援推進事業について 

   （２）ライフプランニング支援教材の作成について 

   （３）その他 

 

４．配付資料 

 資料１ ライフプランニング支援推進委員会について 

 資料２ 「ニッポン一億総活躍プラン」平成 28 年度 6月 2日閣議決定 

（関連部分抜粋） 

 資料３ ライフプランニング・キャリア形成のための教育の強化 

（ライフプランニング・キャリア形成教材の作成に係る体制） 

 資料４ ライフプランニング支援教材骨子（案） 

 資料５ ライフプランニング支援推進委員会 今後のスケジュール 

 

 参考資料１ 男女共同参画社会の実現の加速に向けた学習機会充実事業 

参考資料２ 各地方自治体等で作成されたライフプランニング支援教材 

      ・とやまの高校生ライフプランガイド 

      ・とちぎの高校生「じぶん未来学」 

      ・moshimo book（神奈川県作成） 



資料１ 

 平成２８年７月１１日  

生涯学習政策局長決定 

 

ライフプランニング支援推進委員会について 

 

１． 趣旨 

 

男女がともに仕事と家庭、地域における活動に参画し、活躍できるような社会の実現を

目指すためには、個人の可能性を引き出すための学びが必要不可欠である。 
学校教育段階におけるキャリア教育の推進については、これまでの成果も踏まえ、多様

な職業を示すだけではなく、若者が自らの進路を選択する際に就職のみならず結婚、出

産、育児等のライフイベントを踏まえた生活の在り方も視野に入れて、総合的に考える

ことができるようにすることが重要である。 
ライフプランニング支援については、ニッポン一億総活躍プラン（平成 28 年 6 月 2 日閣

議決定）に「ライフプランニングに関する教育の支援の推進」について盛り込まれ、ライ

フプランニング支援の推進が求められている。 
このため、文部科学省では、「若者のためのライフプランニング支援の推進事業」におい

て教材等を作成し、ライフデザイン構築のための学びを推進するため「ライフプランニン

グ支援推進委員会」を設置する。 
 

２．実施事項 

（１）若者のライフプランニング支援事業の実施に関すること 

（２）その他 

 

３．実施方法 

本会議は別紙の有識者等で構成し、２に掲げる事項について検討等を行うものとす

る。 

 

４．実施期間 

平成２８年７月１１日～平成２９年３月３１日 

 

５．庶務 

本委員会の庶務は、生涯学習政策局男女共同参画学習課において処理する。 

 

 

 



（別紙） 

ライフプランニング支援推進委員会有識者 

（五十音順、敬称略） 

 

井 村 良 英 NPO 法人育て上げネット若者支援事業部担当部長 

 小山内 世喜子 青森県男女共同参画センター館長 

  神 谷 百  恵 沖縄県立西原高等学校教諭 

小 高 さほみ 青山学院大学教育人間科学部非常勤講師 

酒 井 淳  平 立命館宇治高等学校教諭 

   高 林 直  人 静岡県くらし・環境部県民生活局男女共同参画課主査 

   武 石 恵美子 法政大学キャリアデザイン学部教授 

  永 井 敏 美 富山県立砺波高等学校教諭 

萩 原 なつ子 立教大学社会学部教授 

矢 島 洋 子 三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社 

 

【オブザーバー】 

長田 徹  初等中等教育局高等教育改革 PT 生徒指導調査官 

市毛 祐子  初等中等教育局教育課程課教科調査官 

 国立女性教育会館 

 

【事務局】 

 生涯学習政策局 男女共同参画学習課 
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ライフプランニング・キャリア形成のための教育の強化

推進チーム
【役割】
・新たに作成する教材に盛り込むべき内容等
について検討

・体験・交流活動の全国展開について取組の
全体像を取りまとめ

【メンバー】
・内閣府子ども・子育て本部審議官
・文部科学省生涯学習政策局審議官

同 初等中等教育局審議官
・厚生労働省職業能力開発局審議官

同 雇用機会・児童家庭局審議官

内閣府
有識者候補

【役割】
・教材の内容等、体験・交流活動の全国展開
の取組の内容・手法等について専門的意見
を述べる。

【有識者候補】
白河 桃子氏 （少子化ジャーナリスト）
若江 眞紀氏 （株式会社キャリアリンク代表取締役）
橘川 睦子氏 （栃木県立宇都宮中央女子高等学校長）
原田 謙介氏 （NPO法人YouthCreate代表理事）
井村 良英氏 （NPO法人育て上げネット若年支援事業部長）
矢島 洋子氏 （三菱UFJﾘｻｰﾁ＆ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ株式会社

主席研究員）
三村 隆男氏 （早稲田大学大学院教職研究科教授）
渥美 由喜氏 （ダイバーシティコンサルタント）
齊藤 英和氏 （国立成育医療研究ｾﾝﾀｰ周産期・母性

診療ｾﾝﾀｰ副ｾﾝﾀｰ長）文部科学省
ライフプランニング支援推進委員会

（教材作成）

意見聴取

意見

意見教材（案）等の
提示

（ライフプランニング・キャリア形成教材の作成に係る体制）
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資料４  

 

ライフプランニング支援教材骨子（案） 
 

《各章の基本的構成》 
 
“説明”＝テキスト 
  →“資料”＝データや関係する制度についての資料 
  →“ロールモデル”＝取材してインタビュー形式で紹介していく 
  →“具体的事例”＝地域での先進事例などが考えられる 
  →“ワークシート”＝自分のこととして考えるために書き込み式を基本 
 
 

《各章の内容》 
過去→現在   自分・家族・地域 
１．“自分”を見つめ、振り返る 
 高校生としての“自分”の置かれた状況を見つめる。 
 今までの“自分”と生活を振り返る。 
 地域との関わりや、家族との関わりを見つめ、振り返る。 
【観点】 
 これからの人生を考える出発点として、自分や家族、地域について見つめ、振り返る。 

 
ライフプランニング 
２．“自分”に見通しを持つためにライフプランニングとは何かを知り、考える。 
 ライフプランニングの意味と意義を知る。 
 おおよその“ライフプランニング”を試みて、ライフプランニングについて考える。 
【観点】 
 “自分”の将来に見通しを持つためにライフプランニングを知る。 

 
現在→３年後 自分 
３．“高校卒業後の生活”について考え、見通しを持つ。 
 まずは高校卒業後の生活について考え、見通しを持つ。 
 進学にしろ就職にしろ、暫定的な進路選択をライフプランニングの視点から考え、見

通しを持つ。 
 
現在→１０年後 自分 
４．“職業生活”について考え、知り、見通しを持つ。 
 どのような職業生活をするのか考え、見通しを持つ。 



 - 2 -

 高校での“学び”と“職業”とのつながりについて考え、知り、見通しを持つ。 
 職業生活における課題や必要な知識（ワークルールなど）について知り、ライフプラ

ンニングの視点で考え、見通しを持つ。 
【観点】 
 ライフプランニングの視点から、社会的・職業的自立について考え、知り、見通しを

持つ。 
 ライフプランニングをサポートする制度など、具体的に情報を知り、社会的な移行に

備える。 
 
現在→２０年後 自分と家族 
５．“家庭生活”について考え、知り、見通しを持つ。 
 家庭生活での様々な局面（結婚や妊娠・出産から子育てなど）において、男女で協力

して責任を果たしつつ家庭を営むあり方について考え、知る。 
 様々な形態の家族や、家族を巡る社会変容、課題などについても必要な情報を知り、

自らの問題として考え、見通しを持つ。 
 子どもの成長や、それに伴う親としての責任などについても考え、知り、見通しを持

つ。 
【観点】 
 家族は多様であり、様々な形があり得るが、家庭を持つことに対してポジティブに考

え、見通しを持つ。 
 
現在→将来 自分と地域・社会 
６．“社会参画”について考え、知り、見通しを持つ。 
 社会の形成者としての責任や参画のあり方について考え、知り、見通しを持つ。 
 地域作りのアイデアを出し合って議論するなどして考え、社会参画について見通しを

持つ。 
【観点】 
 人々の生活を支える社会保障制度などについて知り、ボランティアや地域課題の解決

への取り組みなど、主権者としての意識をもって社会に参画できるように考え、見通し

を持つ。 
 
現在→５０年後 自分と家族 
７．“高齢化社会”について考え、知る。 
 直面する“家族”の高齢化について考え、介護問題などについて知る。 
 自らがやがては高齢者になっていくということを考え、自分事として捉える。 
【観点】 
 ライフプランニングの視点で高齢化の問題を自分と家族の問題として考え、知る。 

  



 資料５  
 

ライフプランニング支援推進委員会 

今後のスケジュール 
 
 

  平成２８年 
８月 ５日（金）  埼玉県立本庄高等学校・高校生ヒアリング 

 
８月 ９日（火）  第１回ライフプランニング支援推進委員会 
            
８月２４日 or２５日 富山県砺波高校・高校生ヒアリング（Ｐ） 
 
８月末メド     構成案作成  
 
９月～１１月    教材等作成作業 
 
１１月メド     中間報告 
 
 

  平成２９年 
３月      教材案完成  

・随時ライフプランニング 
支援推進委員会メンバー 
と相談 

・必要に応じて会議開催 



○グッド・プラクティスの収集・分析
・本事業に資する取組を実践している地域の実態を調査し、
グッド・プラクティスを収集し、分析を行う。

○有識者会議による検討・提言とりまとめ
・女性の学びや再就職、起業、地域活動参画等の社会参画に関する地域の
機関・団体がネットワークを形成し、女性の学びから社会参画までを総合的
にサポートする取組の在り方について、有識者による検討を行い、提言を
とりまとめる。

男女共同参画の視点を踏まえた進路指導やキャリア教育が
行われるなど、ライフプランニング支援が一層充実

様々な分野で男女がともに活躍
多様なキャリア形成を！

高校生等

高校等の学校現場や、社会教育施設、
男女センター等における高校生向けプログラムの普及

教材、指導の
手引きの作成

男女共同参画の視点に立った
ライフプランニング支援・
キャリア教育の推進

結婚・出産、介護等を機に離職した地域の女性
たちを、学びによって、再就職、起業、地域活動
参画などの社会参画につなげる各地域の取組
が充実

具体的取組① 若者のためのライフプランニング支援の推進

高校生が進路選択に当たって、就職のみならず結婚、出産、育児などの
ライフイベントを踏まえて総合的に考えることができるよう、調査研究を
踏まえ教材と指導の手引きを作成し、ライフデザイン構築のための学び
を推進する。

具体的取組② 社会参画につながる女性の学びの促進

一旦離職した地域の女性人材を対象に、学びを通じた社会参画を促進
するため、地域の関係機関・団体によるネットワークの形成とその取組
の在り方を検討し、全国に普及する。

女性の学びの促進に関する有識者会議

女性の学び応援フェスタの開催

○普及のためのフェスタの開催 （年１回）

・促進会議による検討状況や地域のグッド・プラクティスを報告・発表する。
・女性の学びと社会参画に取り組む各地域による情報交換と情報発信
を行う。
・全国規模の団体・機関や民間企業等による情報提供を行う。

男女共同参画社会の実現の加速に向けた学習機会充実事業（２７年度予算額 26,876千円）
２８年度予算額 29,070千円

情報提供

『少子化社会対策大綱』 （平成27年3月20日閣議決定）

○ライフデザイン構築のための支援

結婚、妊娠、出産、子育てなどのライフイベントや学業、キャリア形成などを含め
た人生設計を行うための教育・情報提供やコンサルティングなどを通じて、結婚・
出産・子育てや仕事との両立などに関する個人の希望を、より具体的かつ現実
的な計画として持つことができるよう支援を行う。その際、ライフデザインに関する
標準的な教材やプログラムについても検討を行う。

様々な分野で男女がともに活躍できる社会を目指すためには、個人の可能性を引き出す「学び」が必要不可欠

例：男女共同参画センターの講座を受講した主婦グループが、企画力や編集力を
スキルアップし、地域の見所マップを作成
→ 商工会議所との連携により町のPRにマップを利用
→ 不動産会社からコラボの依頼があり地域のミニコミ誌NPOを設立
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